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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
覚
え
書
き
・
２
０
１
５

安
積
高
等
学
校
長

久
保
田
範
夫
（
八
十
八
期
）

は
じ
め
に
、
今
回
、
安
積
桑
野
会
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を

お
許
し
願
い
た
い
の
で
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
、
安
積
の
生
徒
に
対

し
て
、
昨
年
と
今
年
の
二
回
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
話
を
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、
今
春
卒
業
し
た
一
二
八
期
生
ま
で
は
、
従

来
型
携
帯
電
話
（
世
間
で
は
、
他
国
と
は
違
っ
た
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
と
い
う
意

味
で
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ケ
ー
タ
イ
」
略
し
て
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
と
言
う
そ
う
で
す
が
…
）

も
結
構
多
く
見
ら
れ
た
の
で
す
が
、
一
二
九
期
生
以
降
は
、
ほ
ぼ
百
％
に
近
い
生
徒

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、
昨
年
七
月
、

仙
台
で
開
催
さ
れ
た
東
北
六
県
高
等
学
校
長
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、
東
北
大
学
加

齢
医
学
研
究
所
の
川
島
隆
太
所
長
の
講
演
を
聞
い
て
衝
撃
を
受
け
た
か
ら
で
す
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
等
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
恩
恵
を
我
々
に
も
た
ら
し

て
い
る
反
面
、
そ
の
長
時
間
使
用
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・L

I
N
E

上
の
誹
謗
中
傷
、
有

害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
等
に
よ
る
「
負
の
側
面
、
影
の
部
分
」
は
、
若
者
の
み
な
ら
ず

大
人
に
も
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
川
島
氏
は
脳
科
学
の
観
点
か
ら
成
績
・
学
力
へ
の
影
響
を
論
じ
て
い
て
、
か
な

り
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
講
演
で
し
た
。
以
下
、
昨
年
の
夏
季
休
業
前
集
会
で
生
徒
に
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話
し
た
こ
と
の
概
略
を
記
し
ま
す
。

<

Ⅰ>
川
島
氏
は
、
東
北
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
高
齢
者
の
認
知
症
（
痴
呆
症
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
）
予
防
・
脳
機
能
の
改
善
等
の
観
点
か
ら
、
大
脳
の
「
前
頭
前
野
」

の
機
能
に
注
目
し
て
い
る
。
前
頭
前
野
は
、
人
の
気
持
ち
を
推
測
す
る
、
物
事
を
覚

え
る
、
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
物
事
を
創
造
す
る
等
の
重
要
な
機
能
を
担
う

な
ど
、
多
様
で
高
度
な
精
神
活
動
を
司
り
、
「
脳
の
中
の
脳
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど

重
要
な
場
所
。

講
演
「
脳
科
学
か
ら
見
た
高
校
生
と
学
力
向
上
」
の
要
旨
は
、
以
下
の
と
お
り
。

一

ス
マ
ホ
、T

V

の
長
時
間
使
用
が
脳
を
ダ
メ
に
し
成
績
が
低
下
す
る
。

（
仙
台
市
・
東
北
大
「
学
習
意
欲
の
科
学
的
研
究
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
」
の
平
成

年
４
月
調
査
結
果
か
ら
。
対
象
は
、
仙
台
市
内
約
二
万
四
千
人
の

25

中
学
生
。
同
年

月
公
表
、
概
要
は
仙
台
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

12

二

午
後
十
一
時
就
寝
、
睡
眠
時
間
六
～
八
時
間
が
ベ
ス
ト
、R

E
M

睡
眠
が
学
習
成
果

レ

ム

を
記
憶
、
八
時
間
以
上
も
ダ
メ
で
、
要
す
る
に
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
。

（
東
北
大
楽
医
学
部
等
難
関
大
学
の
学
生
対
象
調
査
結
果
か
ら
）

三

朝
ご
飯
（
ご
飯
＋
具
だ
く
さ
ん
豚
汁
・
味
噌
汁
＋
お
か
ず
）
習
慣
が
大
学
合
格

へ
の
第
一
歩
。
（
大
学
生
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
調
査
結
果
か
ら
）

今
回
は
、
「
一
」
に
焦
点
を
当
て
る
。
仙
台
市
標
準
学
力
検
査
（
数
学
）
の
点
数
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を
比
較
。
家
庭
学
習
２
時
間
以
上
、
ス
マ
ホ
１
時
間
未
満
の
層

･

点

75

0

ス
マ
ホ
４
時
間
以
上
の
層

･

点

57

7

全
く
使
用
し
な
い
層

･

点

74

7

家
庭
学
習

分
未
満
、
ス
マ
ホ
１
時
間
未
満
の
層

･

点

30

63

1

ス
マ
ホ
４
時
間
以
上
の
層

･

点

47

8

数
学
の
み
な
ら
ず
、
国
語
、
理
科
、
社
会
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
出
た
。

川
島
氏
の
結
論
は
、
「
ス
マ
ホ
は
せ
っ
か
く
の
勉
強
成
果
を
消
去
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
二
つ
の
対
応
策
が
考
え
ら
れ
る
。
」

一

脳
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
＝
ス
マ
ホ
使
用
１
時
間
未
満
、
ゲ
ー
ム
・
テ
レ
ビ
も
短
時

間
（
消
極
策
）

二

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
前
頭
前
野
活
性
化
に
有
効
）
＝
音
読
・
簡
単
な
計
算
・

会
話
、
脳
ト
レ
ソ
フ
ト
（
積
極
策
）
（
や
は
り
、
「
読
み
、
書
き
、
算
盤
」
何
だ

な
ぁ
と
痛
感
。
因
み
に
、
川
島
氏
は
、
平
成

年
「
脳
を
鍛
え
る
大
人
の
計
算
・
音

16

読
ド
リ
ル
」
、
翌
年
に
は
、
ニ
ン
テ
ン
ド
ーD

S

用
ソ
フ
ト
「
脳
を
鍛
え
る
大
人
のD

S

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
）

川
島
氏
は
、
「
私
見
だ
が
、
今
後
、
で
き
れ
ば
ス
マ
ホ
全
面
禁
止
。
最
低
で
もL

I
N
E

禁
止
と
使
用
一
時
間
以
内
。
そ
れ
も
難
し
い
な
ら
夜
間
電
源
オ
フ
。
今
後
、
仙
台
市

教
委
と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
進
め
る
予
定
」
と
述
べ
て
い
る
。
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ス
マ
ホ
の
使
用
規
制
は
全
国
的
な
動
き
で
、
教
員
・
保
護
者
の
危
機
感
を
背
景
に
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
態
の
未
然
防
止
と
生
活
習
慣
の
乱
れ
を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る
。

昨
年
七
月
十
五
日
のN

H
K

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で
は
、
午
後
九
時
以
降
の
使
用
原
則

禁
止
と
し
た
愛
知
県
刈
谷
市
、
小
中
学
校
で
午
後
九
時
以
降
、
保
護
者
預
か
り
を
要

請
し
た
岐
阜
県
関
市
教
委
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
（
久
保
田
注
：
本
県
白
河
市
で

も
同
様
の
動
き
が
あ
る
。
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
は
、
引
き
続
き

年
４
月
に
調
査
、
そ
の
際
「
無
料
通
信

26

ア
プ
リ
の
使
用
時
間
」
等
四
項
目
を
追
加
し
、
本
年
度
中
に
分
析
・
公
表
予
定
。

デ
ー
タ
自
体
は
、
中
学
生
対
象
の
調
査
結
果
で
あ
り
、
ス
マ
ホ
使
用
の
中
身
ま
で

は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
が
、
同
趣
旨
の
講
演
は
、
昨
年
、
仙
台
二
高
で
も
実
施
、
実

際
に
生
徒
た
ち
の
多
く
が
ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
を
意
識
す
る
と
と
も
に
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
飯
」
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
回
の
私
の
話
を
聞
い
て
、
君
た
ち
が
ど
う
判
断
す
る
か
、
期
待
し
て
い
る
。

以
上
が
、
昨
年
の
夏
季
休
業
前
集
会
で
の
話
で
す
。
そ
し
て
、
昨
年
四
月
に
実
施

し
た
調
査
結
果
が
、

年
三
月
末
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
（
詳
細
は
、
仙

27

台
市
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
、
今
年
度
四
月
の
始
業
式
の
日
、
二
回
目
の
話

を
し
ま
し
た
が
、
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
（
奇
し
く
も
、
始
業
式
当
日
の
朝
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日
新
聞
朝
刊
社
会
面
に
は
、
「
ス
マ
ホ
や
め
ま
す
か
、
信
（
州
）
大
や
め
ま
す
か
」

と
い
う
か
な
り
大
き
な
活
字
が
躍
っ
た
の
で
あ
る
。
）

<

Ⅱ>

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
ま
と
め
た
結
果
の
タ
イ
ト
ル
は
、
な
か
な
か
衝
撃

的
で
あ
る
。
題
し
て
、
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
の
長
時
間
使
用
が
学
力
に

悪
影
響
を
与
え
る
！
」
調
査
対
象
も
前
回
よ
り
か
な
り
拡
大
さ
れ
、

全
市
立
小
学
校

校
（
小
５
・
小
６
の
一
七
、
六
九
三
名
）
、

124

全
市
立
中
学
校

校
（
中
１
～
中
３
の
二
五
、
八
三
一
名
）
、

63

合
計

四
三
、
五
二
四
名
に
の
ぼ
り
、
分
析
結
果
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
。

目
玉
は
、
前
回
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
ス
マ
ホ
使
用
の
中
身
で
あ
る
「L

I
N
E

、
カ
カ

オ
ト
ー
ク(

*
)

な
ど
の
通
信
ア
プ
リ
の
使
用
時
間
」
と
勉
強
時
間
、
数
学
の
平
均
点
と

の
関
係
を
分
析
し
た
こ
と
で
、
前
回
同
様
、
仙
台
市
標
準
学
力
検
査
（
数
学
）
の
点

数
を
比
較
し
て
い
る
。

家
庭
学
習
２
時
間
以
上
、
ス
マ
ホ
１
時
間
未
満
の
層

点
71

ス
マ
ホ
３
時
間
以
上
の
層

点
59

家
庭
学
習

分
未
満
、
ス
マ
ホ
持
っ
て
い
な
い
層

点

30

61

ス
マ
ホ
３
時
間
以
上
の
層

点
以
下

50

カ
カ
オ
ト
ー
ク(

*
)
K
a
k
a
o
T
a
l
k

：
最
大
５
人
ま
で
の
無
料
グ
ル
ー
プ
通
話
可
能
。

家
庭
学
習

分
未
満
の
層
の
生
徒
は
、
家
庭
で
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な
い
、
と
言

30
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っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
通
信
ア
プ
リ
の
使
用
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
生
徒
た
ち
の
中

か
ら
、
学
校
で
習
得
し
た
学
習
内
容
が
消
え
て
無
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
日
一
日
当
た
り
の
通
信
ア
プ
リ
の
使
用
時
間
の
長
さ
は
、

勉
強
時
間
や
睡
眠
時
間
を
介
し
た
影
響
力
よ
り
も
圧
倒
的
に
強
く
、
直
接
的
に
成
績

を
下
げ
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
分
析
を

行
っ
た
研
究
チ
ー
ム
と
し
て
も
、
非
常
に
衝
撃
的
な
結
果
だ
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
「
通
信
ア
プ
リ
の
使
用
に
よ
っ
て
勉
強
時
間
や
睡
眠
時
間
が
少
な
く
な
る
か
ら

成
績
が
下
が
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
か
ら
」
と
コ
メ
ン
ト
。

今
回
報
告
の
分
析
を
含
め
て
、
一
連
の
研
究
活
動
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、
今

後
の
研
究
成
果
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
。

東
北
・
仙
台
の
地
に
お
け
る
研
究
結
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
は
い

ま
す
が
、
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
と
し
て
埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
、
今
回
、

敢
え
て
こ
の
会
報
に
記
し
た
次
第
で
す
。

全
国
の
安
積
桑
野
会
会
員
の
皆
様
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
お
孫
さ
ん
や
子
ど
も
さ

ん
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
、
見
直
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
学
力

へ
の
悪
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
の
生
命
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
す
。
具
体

的
に
は
、
福
島
県
で
も
、
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
よ
っ
て
深
刻
な
自
転
車
事
故
の
加
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害
者
に
な
る
事
例
や
、
今
年
七
月
七
日
に
は
、
ス
マ
ホ
の
音
楽
を
イ
ヤ
ホ
ン
で
聴
き

な
が
ら
歩
い
て
い
た
高
校
生
が
、
田
村
郡
小
野
町
内
の
踏
切
で
警
報
に
気
づ
か
ず
列

車
に
轢
か
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
は
、
ま
さ
に
「
何
処
に
で
も
持
っ
て
行

く
こ
と
が
で
き
る
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
で
す
。
大
学
で
も
授
業
で
活
用
す
る
事
例

も
あ
り
、
ス
マ
ホ
自
体
を
今
さ
ら
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
、
依
存

症
に
な
ら
ず
、
他
人
と
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
り
な
が
ら
、

上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
安
積
の
生
徒
は
、
心
配
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
…

安
積
は
今
年
、
創
立
百
三
十
一
周
年
を
迎
え
ま
す
。
共
学
第
一
期
生
は
百
十
七
期

で
す
か
ら
、
今
年
入
学
し
た
百
三
十
一
期
生
で
ち
ょ
う
ど
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
百

四
十
年
、
百
五
十
年
を
見
据
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
の
安
積
桑
野

会
会
員
の
皆
様
に
も
、
何
か
と
御
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
今
回
の
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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